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特集  〉なばり流まちづくりの行方

同時掲載  〉なばり市議会だより

なんでもやるやる！ 蔵持市民センターの夏休みスペシャル企画！
8/10は マルっと 1日遊ぼうぜ！

今月のナバリスト

   蔵持市民センター 
大久保 浩美さん

詳しくは
こちら 地域外からの参加歓迎！要予約の催しあり

み
ん
な
で
つ
く
る

み
ん
な
で
つ
く
る

夏
の
思
い
出

夏
の
思
い
出
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な
ば
り
流
ま
ち
づ
く
り
の
行
方

な
ば
り
流
ま
ち
づ
く
り
の
行
方

　

地
域
づ
く
り
の
あ
り
方
に
つ
い

て
考
え
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策

学
会
」
が
７
月
６
日
・
７
日
に
、

a

 

d

 

s
ホ
ー
ル
と
名
張
市
民
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
の
べ
約
４
０
０

人
が
参
加
。
全
国
か
ら
有
識
者
や
地

域
の
実
践
者
が
名
張
に
集
い
、
議

論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

名
張
市
で
は
、
地
域
予
算
制
度

（
使
い
道
が
自
由
な
地
域
へ
の
交
付

金
）
を
活
用
し
た
住
民
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
を
平
成
15
年
度
に
ス
タ

ー
ト
。
制
度
の
改
訂
・
更
新
を
図

り
な
が
ら
進
化
さ
せ
、
20
年
間
に

わ
た
り
15
地
域
に
お
い
て
先
進
的

な
取
組
が
多
数
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
地
域
の
担
い
手
の
高
齢
化

や
人
口
減
少
が
進
む
中
、
従
来
の

や
り
方
で
は
活
動
を
維
持
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
の
も
実

情
で
す
。

　

今
号
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策

学
会
の
冒
頭
に
開
催
さ
れ
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
人
口
減
少
下
に
お
け

る
持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政

策
の
あ
り
方
」
に
お
い
て
、
名
張

の
事
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
話
し
合

わ
れ
た
要
旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

名
張
は
、
自
主
・
自
立
の
地
域
づ

く
り
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、

全
国
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
今
、
団
塊
世
代
の
転
入

で
人
口
が
急
増
し
た
ま
ち
が
高
齢
社

会
に
突
入
。
ち
ょ
う
ど
曲
が
り
角
に

差
し
掛
か
っ
て
い
ま
す
。　

　

こ
う
し
た
中
、「
住
民
自
治
」と「
団

体
自
治
」
と
い
う
地
方
自
治
の
両
輪

を
改
め
て
意
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
福
祉
・
防
災
な
ど
住
民
自
治
が

し
っ
か
り
す
る
ほ
ど
、
行
政
す
な
わ

ち
団
体
自
治
は
業
務
の
効
率
化
を
図

れ
ま
す
し
、
よ
り
高
度
な
対
応
に
特

化
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
地
域
づ
く
り
組
織
は

決
し
て
行
政
の
下
請
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
住
民
自
治
を
実
践
す
る
場
で

あ
り
、
権
利
で
す
。
権
利
と
裏
腹
に

義
務
も
含
ん
で
い
る
わ
け
で
す
が
、

行
政
と
住
民
の
双
方
が
そ
の
認
識
を

深
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

住民自治と団体自治の両輪を意識して

　

名
張
は
合
併
の
住
民
投
票
で
単
独

市
を
選
択
。
そ
の
後
、
ど
ん
ど
ん
市

の
仕
事
が
地
域
へ
移
っ
て
い
き
ま
す

が
、「
私
た
ち
が
単
独
市
を
選
択
し

た
か
ら
」
と
い
う
意
識
で
取
り
組
ま

れ
て
い
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

人
口
減
少
時
代
に
お
い
て
、
企
業

は
労
働
力
の
確
保
に
向
か
い
、
地
域

の
た
め
に
活
動
す
る
人
は
ま
す
ま
す

少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
無
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
難
し
い
の
で
、
地

域
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ
せ
る
体
制
が

求
め
ら
れ
ま
す
し
、
地
域
の
い
ろ
ん

な
団
体
や
活
動
を
横
断
的
に
組
み
合

わ
せ
る
手
法
も
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　

負
担
を
分
担
す
る
時
代
と
も
言

え
、
地
域
を
構
成
す
る
人
や
団
体
が

「
当
事
者
」
で
あ
る
こ
と
を
意
識
で

き
る
か
が
重
要
な
カ
ギ
。
子
ど
も
や

孫
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
。
地
域

が
未
来
を
あ
き
ら
め
ず
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

人口が減少し、負担を分担する時代に

中川 幾郎 さん（帝塚山大学名誉教授）

岩崎 恭典 さん（四日市大学名誉教授）

　

全
国
的
に
み
て
名
張
市
は
都
市
内

分
権
が
進
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、

市
民
セ
ン
タ
ー
を
地
域
づ
く
り
の
拠

点
と
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
す

が
、
そ
の
実
現
に
苦
労
し
て
い
る
自

治
体
も
多
い
の
が
実
情
で
す
。

　

一
方
で
、
名
張
市
か
ら
の
交
付
金

を
基
に
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
取

り
組
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
、
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仕
組
み
な
ど
一
工

夫
必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

地
域
づ
く
り
組
織
の
規
模
感
で
活
動

が
進
む
と
、
多
く
の
住
民
は
そ
の
活

動
を
お
任
せ
し
て
し
ま
う
傾
向
に
あ

り
、
よ
り
身
近
な
地
域
で
の
活
動
も

大
切
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

行
政
は
、
ど
こ
ま
で
地
域
に
任
せ

て
い
く
の
か
を
確
定
し
て
い
か
な
い

と
、
地
域
が
頑
張
る
ほ
ど
に
、
ず
る

ず
る
と
そ
の
役
割
が
増
え
て
い
く
。

行
政
・
地
域
の
役
割
分
担
を
考
え
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

行政と地域の役割分担を考えて
名和田 是彦 さん（コミュニティ政策学会 会長／法政大学教授）

 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
室　

 

63
‐
７
４
８
４

昭和 45年以降急増していた名張市の
人口は、2000（平成 12）年をピーク
に縮小。地域においては活動の中心を
担っていた団塊世代の高齢化に伴い、
担い手不足が顕著化していきます。

市内では、防災訓練やコミュニティバ
スの運行、地域活性化など住民主体の
特色ある活動が繰り広げられています。

20
00
年

20
10
年

20
20
年

20
30
年

20
40
年

8万人

6万人

4万人

2万人

20
50
年

0 ～ 14歳

15～ 64歳

65歳～

推計値（国立社会保障・人口問題研究所）実績値（国勢調査）

名張市の人口と
将来推計
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平
成
12
年
を
ピ
ー
ク
に
名
張
の
人

口
は
減
少
に
転
じ
、
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
た
の
は
、
亀
井
前
市
長
が
就

任
さ
れ
た
20
年
ほ
ど
前
。
財
政
の
厳

し
さ
が
表
面
化
し
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
要
因
と
し
て
、
爆
発
的

な
人
口
増
に
伴
い
都
市
環
境
整
備
を

進
め
て
き
た
結
果
、
借
金
が
膨
ら
ん

で
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
平
成
の
大
合
併
で
、
住
民

投
票
に
よ
り
単
独
市
を
選
択
。
合
併

特
例
債
な
ど
の
財
源
確
保
が
で
き

ず
、
国
の
交
付
金
な
ど
も
十
分
で
な

く
な
る
と
い
っ
た
こ
と
が
財
政
難
に

拍
車
を
か
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
名
張
市
は
、
地
域

に
一
定
の
予
算
を
配
分
し
て
必
要
な

課
題
解
決
に
使
っ
て
い
た
だ
く
都
市

内
分
権
を
推
進
。
財
政
難
と
い
う
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
た
大
き
な

出
来
事
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

私
は
、
２
年
前
に
市
長
に
就
任
。

総
合
計
画
に
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
」
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、
た

く
さ
ん
の
人
に
名
張
を
好
き
に
な
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
ま
ち
を
活
気
づ

け
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

一
環
で
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
（
な
ん
と
か

な
る
な
る
。
な
ば
り
で
す
。）
も
若

い
世
代
の
皆
さ
ん
と
作
り
ま
し
た
。

　

ロ
ゴ
に
込
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

「
不
安
や
悩
み
が
あ
っ
て
も
、
名
張

の
人
は
つ
な
が
り
が
強
く
温
か
く
助

け
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
中
か
ら
夢
や

希
望
を
叶
え
て
い
け
る
。
そ
れ
が
名

張
の
魅
力
だ
―
―
」
と
い
う
思
い
。

こ
の
20
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
結
晶

が
若
い
世
代
に
浸
透
し
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
若
者
た
ち

が
20
年
、
30
年
先
の
名
張
を
背
負
っ

て
い
く
の
だ
と
心
強
く
感
じ
ま
す
。

こ
う
し
た
若
い
人
た
ち
の
思
い
を
大

切
に
、
足
腰
の
強
い
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

若い世代の思いを大切にしていきたい
　

現
在
の
地
域
づ
く
り
組
織
が
で
き

た
20
年
ほ
ど
前
は
、
関
西
で
働
い
て

い
て
定
年
を
迎
え
る
よ
う
な
人
が
大

勢
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
名
張
の
地

域
づ
く
り
は
、「
定
年
後
は
地
域
に

貢
献
し
よ
う
」
と
い
う
人
た
ち
に
支

え
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。

　

１
８
３
も
の
区
や
自
治
会
を
15
地

域
に
ま
と
め
、
数
々
の
補
助
金
を
一

括
交
付
金
化
し
、
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
、
公
民
館
の
「
市
民
セ
ン
タ
ー

化
」
と
、
長
い
間
、
住
民
と
市
が
話

し
合
い
を
続
け
て
現
在
の
姿
が
で
き

て
き
ま
し
た
。「
住
民
主
体
」
を
支

え
て
き
た
先
輩
た
ち
の
お
か
げ
で
、

「
行
政
に
頼
り
過
ぎ
ず
に
、
自
分
た

ち
で
一
生
懸
命
や
っ
て
い
く
」
こ
と

が
定
着
し
て
き
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

　

最
大
の
課
題
は
、
高
齢
化
が
進
み
、

地
域
の
担
い
手
不
足
が
顕
著
に
な
っ

て
き
た
こ
と
。
今
後
は
、
地
域
同
士

コミュニティのあり方を問い直す時期

の
広
域
連
携
も
必
要
と
さ
れ
て
い
く

で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
中
、
区
や
自

治
会
単
位
で
は
「
役
員
に
な
る
ん
だ

っ
た
ら
加
入
し
な
い
」
と
い
う
流
れ

も
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。「
そ
の

よ
う
な
活
動
な
ら
、
し
て
も
ら
わ
な

く
て
も
よ
い
」
と
、
必
要
と
さ
れ
る

活
動
の
範
囲
が
縮
小
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

隣
近
所
の
助
け
合
い
が
特
に
求
め

ら
れ
る
の
は
、
防
災
な
ど
安
全
に
関

す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
増
加
傾
向
に

あ
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守

り
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
た
だ
し
、

人
口
が
減
少
し
、
年
齢
構
成
も
変
わ

っ
て
き
た
中
、
地
域
の
課
題
解
決
に

向
け
て
、
行
政
や
住
民
は
何
を
す
べ

き
か
、
ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
い
く

の
か
、
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ

り
方
・
作
り
方
に
つ
い
て
、
改
め
て

問
い
直
し
て
い
く
時
期
に
来
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地域づくり組織が歩んできた4つのステージ

名張市長
北川 裕之

地域づくり代表者会議 会長
時枝 民生 さん

交付金化

組織見直し

地域ビジョン策定

「名張市ゆめづくり地域交付金の交付に関する条例」を制定（平成15年）
　➡ 小学校圏域に１つずつの包括的住民自治組織「地域づくり組織」を設置し、
　　各種補助金を「ゆめづくり地域交付金」として一本化。ハード・ソフトを　
　　問わず使い道は自由で、特色ある地域づくり組織の活動を支援

昭和30年代から始まった「区長制度」を廃止（平成21年）

➡ 地域づくり組織条例を制定し、区・自治会である「基礎的コミュニティ」と、
　 それを包含する小学校区を単位とする「地域づくり組織」に整理

区長制度
「行政事務委託料」
「区長会運営等委託料」 廃止

地域づくり組織

会長 15地域

基礎的コミュニティ

区長 自治会長 183カ所

市民センター化

➡15地域が個性ある将来のまちづくりのための基本方針、
将来像、それに基づく実施計画を策定（平成 24年に全
地域で策定）。市の総合計画の地域別計画にも位置付け

➡ 公民館を市民センターに統一し、生涯学習機
能に地域づくり活動、地域福祉活動の拠点と
しての機能を追加（平成28年）

名張市の「目指す10年後の姿」

変化をおこし 活力あふれ　
みんなでつくる 大好きなまち なばり

社会をはじめ、様々
なことは時代ととも
に変化しています。

そういった変化に対
応することはもちろ
んのこと、これからは、市民自らが変化をおこす
こと、挑戦することを目指します。

そうすることで、活力あふれるまちをつくり、み
んなでつくるまちは、大好きなまちになっている。

名張が大好きなひとたちであふれる。

そして、名張に愛着を持ち、まちの将来に主体的
に関わる協力者で更にまちに活気があふれる。

10年後にそのような名張市を目指します。

川西・梅が丘地域づくり
協議会 青年部代表　
数
す も と

本 優 さん
（学会の分科会「新たな担い手の確保に向けた取組」で登壇）

　将来、地域で活動する際に「久しぶり」と言い合
える関係をつくっておきたいと思い、１年かけて青
年部を発足。その中で、若い人に地域へ関わりを持
ってもらうために大切なことは何かを考えました。
　まずは、やる気のある人を見つけること。手あた
り次第声をかけても難しいので、自分自身と既につ
ながっている人の範囲で声をかけてみて。私の場合
は、消防団のメンバーでした。そして、活動の意義
や将来像を言語化することなども重要です。
　地域では、若者が点在して活動していますが、線
にして面にすることで、地域がもっと盛り上がるは
ず。かといって、新たに若い担い手が出てきたら、
あれこれ頼りにしてしま
いがち。「どんなことを
したいか」を確認して応
援するスタンスがいいの
ではないかと思います。

若者が地域に関わるためのポイント

総合計画は、将来どのようなまちにし
ていくのかの道しるべであり、まちづ
くりの基本となる計画です。

市総合計画

第1ステージ

第2ステージ

第3ステージ

第4ステージ

総合計画「なばり新時代戦略」基本構想 より
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今号は6月の定例議会をクローズアップ 令和6年8月発行
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総務企画委員会

　総務企画委員会は、シティプロモー
ションや防災、税金、選挙に関する
事項などについて取り扱います。今
年度は、防災力の向上や財源確保を
テーマに所管事務調査

※

を行います。

＜後列左から＞
藤川 美広、木平 秀喜、細矢 一宏
吉住 美智子
＜前列左から＞
【委員長】川合 滋　
【副委員長】常俊 朋子

教育民生委員会

　教育民生委員会は、子育てや教育、
福祉、病院、地域づくり、人権に関
する事項などについて取り扱います。
今年度は、子どもの居場所づくりを
テーマに所管事務調査を行います。

＜後列左から＞
足立 淑絵、柏 元三、三原 淳子
永岡 禎
＜前列左から＞
【委員長】富田 真由美
【副委員長】福田 博行

産業建設委員会

　産業建設委員会は、観光や農業、商
工業、交通、水道、公園、空家に関す
る事項などについて取り扱います。今
年度は、上下水道や地域公共交通を
テーマに所管事務調査を行います。

＜後列左から＞
坂本 直司、阪本 忠幸、山下 登

＜前列左から＞
【委員長】小林 勝
【副委員長】幸松 孝太郎

　5月 22日、全国市議会議長会定期総会が東京国際フォーラムで開催されました。総会では、介護職や保育職
等の処遇改善や医師確保に関する財政支援制度の創設など、福祉・保健・医療施策の充実強化を求める要望が東
海部会より提出され、提案市である本市の永岡議長が提案理由の説明を行いました。要望は承認され、全国市議
会議長会より国に対して提出されます。

　4月 17日に行われた招集議会において、永岡禎議員
が第74代名張市議会議長に就任しました。議長就任の
あいさつでは、『和』の言葉を掲げ、様々な面から名張
市議会をひとつにすることを目標とし、市立病院の地
方独立行政法人化や中学校給食の実施、近隣自治体と
の広域連携について注視していくと述べました。市民
の皆様の負託に応えるため、議員間の意見交換がより
活発にできる場を設けるなど、議長としての役割を果
たしていく決意で職務に臨みます。

議長に永岡議員が就任

全国市議会議長会定期総会
全国市議会議長会定期総会で演台に立つ議長

常任委員会の紹介

※所管事務調査…議案等の審査や市への政策提言などを目的に、委員会が自主的に所管する事務について行う調査
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ご意見をお寄せください

定
住
自
立
圏
で

暮
ら
し
を
守
る

　

人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
、
自
治

体
間
の
広
域
連
携
は
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
伊
賀
市

と
は
、
ご
み
処
理
施
設
の
管
理
や
広

域
観
光
の
取
組
、
消
防
指
令
業
務
の

共
同
運
用
、
伊
賀
地
域
二
次
救
急
輪

番
体
制
の
実
施
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

連
携
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
歴
史
的
・

文
化
的
に
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
も
、
よ
り
幅
広
い
分

野
で
積
極
的
な
交
流
・
連
携
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

す
で
に
伊
賀
市
は
、
京
都
府
笠
置

町
、
南
山
城
村
、
奈
良
県
山
添
村
と

「
定
住
自
立
圏
」
を
形
成
し
、
広
域

的
な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
名
張
市
も
協
定
を
取
り
交
わ
し

て
こ
の
取
組
に
加
わ
る
こ
と
で
、
相

互
に
役
割
を
分
担
し
、
連
携
協
力
し

な
が
ら
、
圏
域
全
体
と
し
て
必
要
な

生
活
機
能
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

人
口
減
少
の
中
、
広
域
連
携
を
強
化

奈良県 山添村
　 3,102人

三重県 名張市
　74,780人

三重県 伊賀市
85,340人

京都府 笠置町  
    1,108人

京都府 南山城村   
     2,425人

記載の人数は、各市町村の令和 6年 3月末
もしくは 4月 1日住民基本台帳人口

パブリックコメント

定住自立圏の形成に
関する協定書（素案）

素案の閲覧場所　
   市ホームページ、
   市民センター、市役所
意見提出期限　8 月 16日金
意見の提出先　▶電子メール
（kikaku@city.nabari.lg.jp)
▶ファクス（61‐ 0815）
▶郵便・持参（〒 518 ‐ 0492　
　鴻之台 1‐1 総合企画政策室）

記入内容　いずれの提出方法も、
件名「定住自立圏の形成に関す
る協定書（素案）に関する意見」
と書いて、氏名、住所、電話番号、
意見箇所（素案のどの部分につ
いての意見かを明記）、意見内容

定住自立圏 Q＆A定住自立圏 Q＆A
定住自立圏って？ 今後の予定は？協定の中身は？
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　一定の要件を満たす「中心市」
と「近隣市町村」が、それぞれの
魅力を活用し合いながら、必要な
生活機能を確保。これにより、地
方で安心して暮らせる地域を形成
し、人口定住を促進する取組で、
国からの支援もあります。
　なお、伊賀市は、人口５万人程
度以上、昼夜間人口比率１以上（伊
賀市：1.069　 名 張 市：0.884）
などの要件を満たし、平成 27 年
に「中心市」を宣言しています。

　「定住自立圏構想」の推進には、
自治体間の協定締結が必須です。
　協定は、「中心市」と「近隣市町村」
が１対１で（今回は伊賀市と名張
市が）行い、「生活機能の強化（医
療、教育、産業振興、防災など）」、
「結びつきやネットワークの強化
（公共交通、地産地消、公共施設の
利活用など）」、「圏域マネジメント
能力の強化（人材育成など）」の
観点から、連携する取組や役割な
どを定めます。

　協定書の素案について、名張・
伊賀両市でのパブリックコメン
トで広く意見を聴き、案を作成。
9月に両市議会で審議・議決を経
て、両市間で協定を締結します。
　締結後は、伊賀市との連携強化
を進めるほか、圏域を構成する奈
良県山添村や京都府南山城村、笠
置町とも、圏域の将来像や推進す
る具体的な取組を示す「定住自立
圏共生ビジョン」の策定に向けて
取り組みます。

2 市 1町 2村で
目指す定住自立圏



議員の質問と、市長などの答弁をご紹介します（一部抜粋）
掲載内容は議員から提出された原文を尊重して、議会広報特別委員会が編集しています 6 月定例議会　一般質問等　Q&A
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三原 淳子 議員
日本共産党

南海トラフ地震に関する特別措置法
に基づき、市民の生命、身体及び財
産を災害から保護し、地域社会の安
全と福祉の確保を図るため、名張市
防災計画が改定された。発災時にお
ける避難所への避難者は 1,400 人
との想定だが、土砂災害警戒区域や
洪水浸水想定区域に建っている指定
避難所がある。危機感を持って避難
所の安全を確保するよう求める。

14 の指定避難所が警戒区域内にあ
り、市民の安全と良好な生活環境が
両立できるよう、地域住民や施設の
管理者と継続的に協議していく。

避難所の安全確保を

良好な関係に向け協議する

Q

A

2 日目 (6/14） 動画 1:17:05 

山下 登 議員
自由クラブ

多文化共生社会の充実を

多様な課題の解決を目指す

Q

A

1 日目 (6/13）  動画 0:28:21

柏 元三 議員
自由クラブ

放課後子ども教室は原則として各小
学校区に設置することになっている
が、現状は小学校と関係の薄い７つ
の地域づくり組織に設置され、肝心
の放課後に行われず、週末などに実
施されている。一部の地域づくり組
織に運営を丸投げした理由は何か。

本市では放課後子ども教室を様々な
体験活動を通じた子どもの居場所づ
くりと考えている。世代間交流を目
的に、地域に委嘱する形で実施して
おり、導入時より「放課後児童クラ
ブ」が活動しない週末や長期の休暇
中に活動している。

放課後子ども教室の運用

週末や長期休暇中に活動

Q

A

3 日目 (6/17）  動画 0:22:30

常俊 朋子 議員
清風クラブ

めばえファームをはじめとする本市
の農福連携の取組について問う。

名張市アグリ雇用推進協議会では農
業分野における障がい者雇用を目指
して、農業や福祉、特別支援学校の
関係者と市が連携し、農福連携に取
り組んでいる。代表的な取組として、
めばえファームでは障がい者の方な
どが農業ジョブトレーナーの支援を
受けながら野菜の栽培を行ってい
る。対人が苦手な方も多いため、社
会参加の訓練として、毎週木曜日に
自分が作った野菜を市役所一階ロビ
ーで対面販売している。  

農福連携の取組について

農業で社会参加を支援する

Q

A

2 日目 (6/14） 動画 4:17:06

　ユーチューブで、一般質問の動
画を配信中。各議員名の右のＱＲ
コードをスマートフォンなどで読
み取ると視聴できます。また、
ＱＲコード上の数字は質問の開始
時間です。併せてご確認ください。

名張市議会 YouTube チ
ャンネルでは、全ての本
会議の様子を配信してお
り、過去の定例会も視聴できます。

一般質問の動画を配信中！

名張 太郎 議員
会派

 質問日 /動画開始時間

名
会 QR

コード

ぜひ、チャンネル登録を！

多文化共生の定義は、国籍や民族な
どの異なる人々が互いの違いを認め
合い、対等な関係を築こうとしなが
ら地域社会の構成員として共に生き
ていくこととされる。共生社会の充
実に向けた取組を問う。

外国人住民と地域住民とが共に理解
し暮らせる地域を実現するため、令
和２年に多文化共生センターを開設
した。また、外国人住民を取り巻く
多様な課題の解決に向け、多文化共
生指針を策定しており、外国人住民
を含むすべての市民が、互いに支え
あい、幸せに暮らせるまちを目指す。

川合 滋 議員
喜働

学校水泳の在り方

事例をもとに総合的に検討

Q

A

1 日目 (6/13）  動画 1:28:07

小林 勝 議員
清風クラブ

旧老人福祉センターの利活用は、地
域住民と対話を重ねながら検討して
いただきたいが、現状と今後の方針
について市の考えを問う。

旧老人福祉センターは、老朽化が進
んだことによって利活用ができず、
市の備品などの保管のために一部を
使用している。この敷地は、県の史
跡に指定されており、地域住民が望
んでいるセンターの解体や地域の活
性化につながる跡地の利活用に関し
て、県の教育委員会と協議をしてい
るところであり、財源の確保につい
ても検討していく。

旧老人福祉センターの活用Q

1 日目 (6/13）  動画 3:20:00

県の教育委員会と協議中A

幸松 孝太郎 議員
喜働

千葉大学の教授が公開する未来カル
テ 2050では、産業構造など 30項
目に及ぶ分析によって、人口減少社
会における名張市の将来の姿や厳し
い財政予測が示されている。この未
来カルテを活用し、未来を見据えた
ビジョンをつくる必要があると考え
る。

現在、職員で構成するワーキンググ
ループにおいて、職員数の減少や産
業構造の変化、児童・生徒数の減少
など、2050 年を見据えた議論をし
ている。未来カルテはその検討材料
として活用しており、今後、全庁的
に共有する。

「未来カルテ」の活用

全庁的に共有する

Q

A

1 日目 (6/13）  動画 4:28:05

富田 真由美 議員
公明党

子どもは自分に関係することについ
て自由に意見を表す権利を持ってお
り、その権利を保障するための取組
が「子どもアドボカシー」である。
子どもの権利を守るため、子どもの
声を聴き、この取組を積極的に推進
していくべきだと考える。

本市では総合福祉センターふれあい
に子ども相談室を設置し、専属の相
談員を 1人配置している。子ども
自身が子どもの権利を知るための取
組を進め、相談できる環境をさらに
整えるとともに、学校や地域の大人
に対する啓発にも取り組む。

子どもアドボカシーの推進

相談できる環境を整える

Q

A

1日目 (6/13）   動画5:28:04

各小学校のプールが老朽化してい
る。財政的に修繕が困難であるなら
ば、ひとつひとつ改修するのではな
く、市民プールや民間のスポーツ施
設を活用して水泳の授業を実施して
はどうかと考える。

機器の不具合などにより市民プール
の利用を休止している中、名張市ス
ポーツ推進審議会からは市民プール
における民間活力の導入について答
申を受けている。県内では民間の施
設で水泳の授業を行っている自治体
もあるため、市民プールと併せて学
校水泳の在り方を総合的に検討して
いく。

木平 秀喜 議員
自由クラブ

入湯税とは温泉（鉱泉浴場）の入湯
客にかかる税金で、その収入を環境
衛生施設、鉱泉源の保護管理施設及
び消防設備の整備や観光の振興に要
する費用に充てることのできる目的
税である。平成 23年の 9月定例会
において入湯税を徴収しないよう市
税条例が改正されたが、観光に力を
入れる本市において、再導入しては
どうか。

入湯施設の利用促進を目的に、入湯
料金が 1,000 円以下の場合は入湯
税を課さないとしているが、財政状
況が厳しいため、入湯税を含めて財
政を全般的に見直す。

入湯税の再導入について

財政を全般的に見直す

Q

A

2 日目 (6/14）  動画 0:17:47

坂本 直司 議員
清風クラブ

市内には、歴史的価値があるにも関
わらず、誰も居住せず、使われてい
ない文化財が多くある。市で購入し
保存・活用することが困難であれば、
登録有形文化財への登録を推進し、
国から重要伝統的建造物群保存地区
の指定を受けるなど、国からの財政
支援につなげるべきと考える。

提案いただいたことが文化財の保存
や活用には必要であると認識してい
るが、国の認定を受け、地域の理解
を得るには時間がかかる。文化財の
保存について、どのような支援がで
きるか検討していく。

歴史的建造物の保存と活用Q

2 日目 (6/14）  動画 3:17:09

市としての支援を検討するA

福田 博行 議員
清風クラブ

名張市のブランドロゴが市民の投票
により「なんとかなるなる。なばり
です。」に決定した。ふるさと納税
の返礼品として、このロゴを採用し
たオリジナル商品を作れば、納税額
の増加が期待できるのではないか。

寄附いただいた方々とのつながりが
大切と考え、現在、プロモーション
の一環として寄附者限定の広報を発
行している。ロゴ入りグッズの商品
化については一部の事業者から問い
合わせがあった。プレミア感があり、
返礼品になり得る商品を提案いただ
けるよう連携を図りたい。

返礼品にブランドロゴをQ

3 日目 (6/17）  動画 1:22:01

グッズの商品化を検討A



9 月定例議会日程 

6 月定例議会 議決結果

　一般会計で3億4,645万6千円の増額補正を行いました。主な内容は、夏休みにおける地域の集会所を
利用した子どもの居場所づくり、障がいの有無や年齢にかかわらず楽しめるインクルーシブ遊具の設置
など「みえ子ども・子育て応援総合補助金」を活用した事業や、赤目滝水族館渓谷ナイトツアー等の観
光コンテンツ造成支援事業などで、全会一致で可決となりました。

令和６年度一般会計補正予算
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議案の一部を掲載

その他の議決結果はホームページに掲載しています。また、議決結果は名張市公式LINEで
もお知らせします。ぜひ友だち登録し、受信設定から「議会」の情報を受信するよう設定し
てください。議決結果のほか、会議予定や一般質問の通告一覧などを発信する予定です。 議決結果（HP） 市公式 LINE

名張市議会News

　福田 博行議員、川合 滋議員、永岡 禎議員の３人が議
員在職 25年以上となり、全国市議会議長会と東海市議
会議長会より、表彰されました。
　この表彰を受け、６月 7日に本会議場にて表彰伝達式
を行いました。

9月3日火
9日月～11日水

12日木
13日金
17日火

議案上程
一般質問
補正予算質疑 
決算質疑
決算特別委員会
(一般・特別会計 )

18日水

19日木
20日金
24日火
27日金

決算特別委員会
(企業会計 )

総務企画委員会
教育民生委員会
産業建設委員会
採決

開議時間は午前 10時からです。全ての本会議（委員会を除く）が
ケーブルテレビで中継されます。なお、YouTube では上記の会議
全てを配信する予定であり、過去の会議も視聴することができます。
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○

細
矢

〇  賛成
×  反対
欠  欠席

議決
結果

　近年、議会への関心の低下や議員のなり手不足が深刻化しており、多様な人材の確保が多くの地方議
会において課題となっています。このことを踏まえ、安心して議員に立候補し、議員活動を続けること
ができる環境の整備を国に求める意見書が議員提案により提出され、賛成多数で可決しました。
　意見書では、主権者教育の推進や会社員が立候補しやすい環境整備、自治体の負担を抑えた上での厚
生年金加入、政治分野における男女共同参画の推進を図るための取組への支援などを求めています。

多様な人材の地方議会への参画促進を求める意見書

特別委員会の紹介
議会改革特別委員会

　各会派から提案された改革事案などを基に協議
し、検討を進めています。昨年度は、災害の発生な
ど有事の際に、委員会をオンラインで開催できるよ
う整備し、今年度についても役員任期の見直しなど
について協議していきます。

＜後列左から＞
坂本 直司、山下 登、細矢 一宏、三原 淳子、川合 滋
＜前列左から＞
【委員長】福田 博行　【副委員長】富田 真由美

議会広報特別委員会

　「なばり市議会だより」の編集・発行を行ってい
ます。昨年度は、名張高等学校の新聞部や人文専攻
などの生徒の皆さんと意見交換会を実施しました。
いただいたご意見も参考に、より議会を身近に感じ
ることのできる広報紙を目指していきます。

＜後列左から＞
藤川 美広、木平 秀喜、阪本 忠幸、幸松 孝太郎
＜前列左から＞
【委員長】足立 淑絵　【副委員長】坂本 直司

伊賀市・名張市議会連絡協議会　総会を開催
　5月 29日に伊賀市・名張市議会連絡協議会の総会が名張市で開催され、両
市の議長や副議長、常任委員会委員長が出席しました。
　協議会では、これまで両市における共通の課題を研究するとともに、伊賀地
域の鉄道の利用促進と利便性の改善を求めて西日本旅客鉃道株式会社に要望書
を提出するなどしてきました。
　総会では、昨年度の事業報告がされたほか、今年度の事業計画について協議
されました。

25年以上在職議員 3人が表彰される

藤川 美広 議員
日本共産党

ＩＴ化の急速な発展に伴い、本市の
情報発信もデジタルに偏りつつあ
る。行政サービスにおいて不公平が
生じてはならないが、視覚障がい者
や支援を必要とする市民には情報が
行き届かず、取り残された状態であ
る。誰もが平等に情報を受け取れる
よう、広報なばり点字版の郵送や 
ＩＣＴ

※1

に関する支援の充実など早急
な対応を求める。

施策を進める上で、取り残される市
民の有無を常に意識しながら企画、
実施するよう努め、指摘いただいた
現状についての対処も早急に検討す
る。

知る権利を守る施策実施を

企画段階から常に意識する

Q

A

3 日目 (6/17）  動画 3:22:01

6 月定例議会　一般質問等　Q&A

足立 淑絵 議員
喜働

桑名市では、民間事業者等の提案を
ワンストップで受ける公民連携窓口
として「コラボ・ラボ桑名」を設置
しており、民間ノウハウを活用して
経常収支比率を改善させている。本
市も設置してはどうか。

社会情勢の変化に伴い、多様化・複
雑化した住民サービスを行政だけで
提供し続けることは困難になってき
ている。桑名市は行政の持つ限られ
た資源を無駄なく活用するとともに
「公民連携」の考え方を取り入れて
いる。他市の事例を調査・研究し、
必要な体制について検討していく。

公民連携窓口の設置

他市の事例を調査研究する

Q

A

3 日目 (6/17） 動画 4:22:01

幸松 孝太郎 議員
喜働

620 万円を計上する有機農業体験
事業について、事業内容やオーガニ
ックビレッジ

※ 2

宣言後に予定する取組
などを問う。

農作業を体験し、自ら収穫した有機
野菜を使って郷土料理を味わうな
ど、食文化の体験が一連となった一
泊二日の市内周遊ツアーを造成する
予定で、この背景にはオーガニック
ビレッジ宣言を契機とし、有機農業
の産地づくりを後押しする目的があ
る。モニターツアーの実施やツアー
ガイドの育成、販路の開拓などを進
め、来年２月末までに商品化したい
と考えている。

有機農業体験事業について

食文化体験ツアーの造成

Q

A

補正予算 (6/18）  動画 3:22:15

市議会議員と意見交換しませんか？
市内の企業・団体、学生の集まり、近所のパパ・
ママグループなど、市内に在住・在勤・在学の５
人以上のグループであれば誰でもOK！ 
希望する日時や場所、テーマを
決めてお申し込みください。

 議 会
まちカフェ
会

   詳しくは、右のＱＲ
　コードからチェック！

※1／ＩＣＴ…通信技術を活用したコミュニケーション
※ 2／オーガニックビレッジ…有機農業における生産から消費まで、農業者のみならず事業者や住民をも巻き込み、地域ぐるみで取組を進める市町村
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こども支援センターかがやき 
桔梗が丘西 3-3-107     67 ‐ 0250
　9：30～17：00   日・月曜日、祝日休館

妊娠・出産・子育ての切れ目
ないサポートを、シティプロ
モーションサイトに掲載中

サポート充実

名張市公式LINEでお子さんの生
年月日などを登録いただくと、
予防接種や健診日程などを通知

LINEで便利

こ
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▼はじめて広場  
9月20日金 10:30～
まずは、こちらの広場に参加してね！

▼サタパパ広場 「ミニミニ運動会」
9月7日土 10:30～/11:00～
※8月6日火～
　前日までに
　要予約

▼親子で遊ぼう
 「体を動かして遊ぼう！」
9月20日金 10:30～/11:00～

　※8月31日土～前日までに要予約

▼健康相談・歯科相談・栄養相談　
9月18日水 14:00～15:00

▼安心育児・赤ちゃんルーム
9月12日木・26日木 10:00～(予約不要)
9月5日木・19日木 13:30～(事前予約
制・3組限定・個別相談のみ）

▼

▼

いつも温かくむかえてくれて、

ほっこりできる場です♪

いつも温か

黒木 柚
ゆずき

希 ちゃん
　　 海

かいり

吏 ちゃん

かがやき
 大好き！ 火～

にに

アレルギーがある子にも
楽しい夏の思い出を！

８大アレルゲン[小麦、そば、卵、乳、えび、かに、
くるみ、落花生（ピーナッツ）]不使用の夏祭りを、通院して
いる子などを対象に8月24日土初開催！たこ焼きやフライ
ドポテト、フランクフルト、ヨーヨー釣りなどを楽しめます。
「食物アレルギーがある子も楽しめる夏祭りを」と、小児
科医や管理栄養士などが何度も話し合いを重ねています。

みんなと同じ物を食べられた思い出を

①キャベツをみじん切り、ねぎ
を小口切り、たこをぶつ切り
にする。

②たこ以外の材料を全て混ぜる。
③油をひいたたこ焼き器に流し
入れて焼く。

④「特定原材料 8品目不使用の
ソース（市販）」、
かつおぶし、青の
りをかけて完成！

＜材料（20個分）＞
　 米粉…150g
　 かたくり粉…15g
　 ベーキング
　 パウダー…3g
　 だし汁…600㏄
　 麺つゆ…10㏄
　 キャベツ…150g
　 ねぎ…適量
　 たこ…適量

ご家庭でも！8大アレルゲン不使用たこやき
※必ず主治医に相談してから食べさせてください

食物アレルギーがある子は、「イベントに参加し
ても、自分だけが我慢する」という経験をしていま
す。例えばお祭りの食べ物だと、たこ焼きは小麦や
卵などのアレルゲンが含まれますし、8大アレルゲ
ンが含まれていなさそうなフライドポテトにも加工
する中で小麦が含まれることがあるんです。夏祭り
で、「たこ焼きを自分だけ食べられなかった」とい
う思い出じゃなくて、「自分も一緒に食べられた」
という楽しい思い出を作り
たいと企画しました。
「病気や障害がある
から諦める」のでは
なく、「病気や障害が
あっても参加できた」
ような経験を、子ど
もたちにはたくさん
してほしいと思って
います。

 市立病院　  61 ‐ 1100

市立病院
の

新しい取
組

小児科医

小林 穂高
管理栄養士

松本 優子

８ 物を

切れ目
ィプロ
中

つ
な
が
る  
こ
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だ
て
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思い出を

沖縄での戦争を自分ごとに
名張中学校・赤目中学校　平和教育を実施（7/1）名張中学校・赤目中学校　平和教育を実施（7/1）

沖縄戦で、「ガマ」に誰と避難するかを真剣に考える生徒たち
（赤目中学校）

　沖縄県が、太平洋戦争での悲惨な地上戦について伝
えようと実施する出前授業が、名張、赤目中学校で開
かれました。授業では、多くの人が亡くなった読

よみたんそん

谷村
のガマ(自然洞窟 )での出来事を追体験するワークシ
ョップも。「生き延びるために何を持って行くか」「日本
兵・母親など、誰と一緒にガマに逃げるか」など、悲
惨な状況の中、自分ならどうするか、当時の人になり
きって考えました。

　参加した赤目中学校の西浦蒼
そうすけ

祐さんは「実際の話を
聞いてびっくり。戦時中、自分なら冷静に判断できる
だろうか」と語ってくれました。

　「第1回三重県鮎友釣り選手権」が 7月7日に長瀬太郎生
川で開催されました。県内をはじめ奈良や大阪、京都、福井
から46人が参加。釣り歴 30年以上のベテランから、昨年始
めたばかりの初心者などさまざまです。

　会場となった長瀬太郎生川は、鮎友釣りを始めやすい川とし
て多くの人に親しまれていましたが、近年新型コロナの影響で
入漁者が減少。本大会の主催である県内水面漁業協同組合連
合会は、地域おこしにつなげようと長瀬太郎生川での鮎友釣
り大会を5年ぶりに復活させました。同会長の渡邊典

のりひろ

浩さん
は「この大会が参加者に長瀬太郎生川を知ってもらうきっかけ
になればうれしい。また来てほしいですね」と話していました。

鮎友釣りで地域おこし

長瀬太郎生川で鮎友釣り選手権を実施（7/7）長瀬太郎生川で鮎友釣り選手権を実施（7/7）

上 )友釣りを楽しむ参加者

左 )選手権上位3人と県内
水面漁業協同組合連合会
会長の渡邊典浩さん (写
真右 )。優勝者は3時間
で22匹釣り上げた。

　環境省は、生態系への被害の防止のため、7月1日、オオ
サンショウウオ属のうち、中国原産のオオサンショウウオなど
と、その交雑種を特定外来生物に指定しました。

　市では、市内で捕獲した交雑種のオオサンショウウオを郷土
資料館（安部田）に隔離していて、市役所でも１匹を飼養して
います。特定外来生物は、飼育、移動、野外への放出などが
禁止されていますが、調査や研究のために環境省の飼養許可
を受ける予定です(6カ月間の経過措置があります )。

どうなる？オオサンショウウオ
在来種以外のオオサンショウウオが特定外来生物に指定（7/1）在来種以外のオオサンショウウオが特定外来生物に指定（7/1）

昨年5月から、市役所の秘書室前で
飼養している交雑種のオオサンショウウオ（愛称：弥助）
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 保育幼稚園室
　  63 ‐ 7919

令和7年度に入園を希望する保護者の皆さんへ

幼稚園・認定こども園の園児募集
所得制限を撤廃、高校生も対象に

10月から 児童手当が拡充されます
 命の危険改正前 改正後

支給対象児童 中学3年生（15歳年度末）まで 高校生年代（18歳年度末）まで

所得制限 あり なし
(2 段階 (特例給付・支給対象外 )の所得制限 )

手当月額

3歳未満：15,000 円
3歳～小学生：10,000 円
（3歳～小学生の第3子以降は
　15,000 円）
中学生：10,000 円
特例給付：5,000 円

3歳未満：15,000 円
3歳～高校生：10,000 円
（高校生までの、第3子以降は
  30,000 円）
特例給付：廃止

支払期月 年3回（2・6・10月）
　　　　   年 6 回
（2・4・6・8・10・12月）
※改正後の初支給は12月

12 月 10日支給分から
児童手当制度が変わります

■ 主な改正点

・所得制限の撤廃
・支給対象児童の拡充
・多子加算の増額と、多子加算

の対象となる子どもを 22 歳
年度末まで延長

・支給回数の変更（3回→ 6回）

 子ども家庭室  
  63‐7594

お盆期間の応急診療所・医療機関

医療機関名 午前 午後  
13日火  14日水  15日木所在地

午前 午後 
電話番号

午前 午後 

※1

※2

百合が丘西 1

夏見

東町

桔梗が丘 1

希央台４

瀬古口

桔梗が丘 8

鴻之台 1

平尾

希央台 4

桔梗が丘 4

百合が丘東2

　　　　　

　　寺田病院

　　夢眠クリニック名張

　　 喜多医院       

　　 ちひろ内科クリニック

　　 ますだ呼吸器科クリニック

      東整形外科

      武田産婦人科

　　藤本産婦人科

      やまがみ眼科

      桔梗が丘四番町診療所          

　   ほりいクリニック

61‐1100

63‐9001

64 - 1717 

65 - 2088 

41 - 0005

41 - 2277

65 - 2130

64 - 7655

63‐0995

62 - 0888

65 - 0102

61‐1231

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇眼科

産婦人科

内科
泌尿器科

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

内科

名張市立病院

心療内科

整形外科

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

内科
外科

お盆期間（8月 13日・14日・15日）に受診できる医療機関

国道
165
号

至津

名張市
応急診療所

名張
駅

adsホール

保健センター

至大阪

(朝日町1361-4)

平日

休日

月曜～土曜日

日曜日・祝日

年末年始

20:00 ～ 23:00

9:00 ～ 12:00

15:00 ～ 17:00

20:00 ～ 23:00

応急診療所  【診療科目】内科・小児科

・ 診察料、マイナンバーカードか健
康保険証、各種医療費受給者証、
お薬手帳などをご持参ください。

・翌日や休日明けには、かかりつけ
医などを受診してください。

・入院などが必要な場合は、二次救
急医療機関を紹介します。

診療受付は、終了時間の
30分前までです

 応急診療所
　  63‐3913

※ 1 内科のみ診療あり　 ※ 2 再診のみ診療あり
◎ 受付時間が変更になる場合があります。事前にお問い合わせください。

これまで所得制限により、支給の対象外となっていた人
末子が高校生年代であり、児童手当を受給していなかった人
児童手当を受給中で、高校生年代の子がいる人
児童手当を受給中で、19歳～ 22歳の子（令和7年 3月末時点）がいて、子どもが 3人以上いる人

制度改正により、次の人は手続が必要です！ (9月中旬までに案内を送付） 

※該当になると思われるのに案内が届かないときは、ご連絡ください。公務員の人は、勤務先へお問い合わせください。※該当になると

 ※例年、10月頃に送付している児童手当の「支払予定通知書」は、制度改正に伴い今年から送付しません。ご了承ください。

私立幼稚園

3 年保育 (3 歳児）  80 人
2年保育 (4 歳児）  30 人
1年保育 (5 歳児）若干名

桔梗が丘幼稚園  65-2396

満 3歳児                6 人
3年保育 (3歳児）   20 人
2年保育 (4歳児）   12 人
1年保育 (5 歳児）若干名

つつじが丘幼稚園  68-3451

3年保育 (3歳児）     5 人
2年保育 (4 歳児）    なし
1年保育 (5 歳児）    なし

みはた虹の丘こども園  65-3065

3年保育 (3歳児）     3 人
2年保育 (4 歳児）若干名
1年保育 (5歳児）若干名

みのわこども園  63-2802

私立認定こども園 (幼稚園部分 )

3 年保育 (3 歳児）  30 人
2年保育 (4 歳児）  20 人
1年保育 (5 歳児）若干名

梅が丘幼稚園  64-6077

3 年保育 (3 歳児）若干名
2年保育 (4歳児）若干名
1年保育 (5歳児）    なし

蔵持こども園  63-4590
3年保育 (3歳児）   35 人
2年保育 (4 歳児） 若干名
1年保育 (5 歳児） 若干名

名張よさみ幼稚園  64-2665

3 年保育 (3 歳児）若干名
2年保育 (4歳児）    なし
1年保育 (5 歳児）    なし

富貴の森こども園  42-8980
3 年保育 (3 歳児）若干名
2年保育 (4歳児）    なし
1年保育 (5 歳児）    なし

名張きぼうのこども園  63-3280

3年保育 (3歳児）     5 人
2年保育 (4歳児）     5 人
1年保育 (5歳児）     5 人

( 仮 ) 西田原こども園  65-3263
3年保育 (3歳児） 　 5人
2年保育 (4歳児） 　 5人
1年保育 (5歳児） 　 5人

( 仮 ) 桔梗が丘こども園  65-0827

※西田原保育園が、来春移転改築、移行予定 ※桔梗が丘保育園が、来春移行予定

◎申込については、直接各園へお問い合
わせください。

◎保育施設・認定こども園(保育所部分)
の募集は「広報なばり9月号」に掲載

9月25日水 募集開始 

140文字で綴るあなたからのファンレター

「人権に関するメッセージ」 募集

 人権・男女共同参画推進室　  63‐7559

　テーマは、「あなたの大切な人へ…～ 140文字で綴る
あなたからのファンレター～」。家族や友人、普段お世話
になっている人など、身近にいる大切な人に、あなたか
らメッセージを書いてみませんか。

対象　16 歳以上の市内在住または在勤の人、市内の高校・
高専・県立学校に在学する生徒

応募　9 月 2 日月～ 10 月 4 日金 ( 必着 ) に直接持参、
電子メール (kyodo@city.nabari.lg.jp)、郵送 ( 〒 518-
0492 名張市鴻之台 1-1 人権・男女共同参画推進室宛
て )のいずれかで申込

※ 140 字以内 ( 用紙に規定なし )。最優秀賞には 5,000  
円分の図書券を贈呈します。市内の高校・高専・県立
学校の生徒は学校を通して提出してくだ
さい。市内小中学生を対象に、各学校を
通して作文・ポスター・標語を募集しま
す。詳しくは市HPで

新 規

新 規

増 額

増 額

 市民PRチームで、名張の＂推し" を紹介しよう！

「まちの広報室」メンバー 募集

 広報シティプロモーション推進室　  63‐7402

　市民 PRチーム「まちの広
報室」の 2期生を大募集！
Instagram「ナバリノ」で、
お店や人物、特産物、スポッ
トなどあなたの名張の

4 4 4

「推
し」を紹介してみませんか ?

対象　まちや人に興味のある
        18 歳以上 49歳以下の人
※その他要件があります。活動は無報酬です。
※原稿を書くのはちょっと…というあなたも興味があ
れば大丈夫！ 9～ 12月に、取材や撮影、Instagram 
の基礎を学べる講座を受講いただけます。

定員　5人程度  ※応募多数の場合抽選
活動期間　令和 7年 1～ 12月
申込　８月 23 日金までに、市 HP の申込
フォームで（応募方法などを詳しく掲載） 申込はこちら

　関連記事 23ページ
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林みち子助産師による
子育て講座  受講者

テーマ　「お父ちゃんお母ちゃん笑っ
てて！」

日時　9月13日 金 10:30～ 11:30
場所　こども支援センターかがやき
（桔梗が丘西 3）
申込　9月12日木までに、問合先へ電
話か直接で申込

 こども支援センターかがやき
    67 - 0250

伊賀地域で創業を考えている人
「創業スクール 2024」受講者

日時　9 月 21 日・28 日、
10月 5日・12日・

　19日 ( 全て土曜日 )  
   9:30 ～ 16:30
場所　ゆめテクノ伊賀テクノホール
定員　先着 20人  参加費　5,000 円
申込　9月11日水までに、申込フ
ォーム、電話、ファクス（45 - 
5307）のいずれかで申込

 伊賀市商工会　  45 ‐ 2210

伊賀市商工会HP
( 申込フォーム )

「皇學館大学ふるさと講座」
受講者

 文化生涯学習室   63‐7892
日時　9月7日土 14:00～15:30
場所　名張市民センター（上八町）
演題　名張の暮らしとことば
講師　齋藤 平さん(皇學館大学 副学長)
定員　先着80人　参加費　無料
申込　8月13日火～30日金に、電
話、電子メール（syougaigaku@
city.nabari.lg.jp）、

　ファクス（63 - 9848）
で申込

農業ジョブトレーナー
養成研修 受講者
 障害福祉室   63‐7591

日時　9月10日火・11日水 
　      9:00～18:00
場所　防災センター (鴻之台1)
内容　講義・支援計画・農業実習(2
日間で約13時間)　定員　20人

申込　8月23日金までに問合先にあ
る申込書(HPからも出力可)で申込

① 普通救命講習Ⅲ (小児・乳児の心
肺蘇生法、AEDの取扱い など )

日時　8月 23日金 
　     13:00 ～ 16:00
定員　20 人（先着順）
申込期間　8月 7日水～ 16日金

② 上級救命講習 (心肺蘇生法、外傷
の手当、搬送法 など )

日時　9月 8日日 
　      9:00 ～ 17:30
定員　15 人（先着順）
申込期間　8月 16日金～ 25日日

【①②共通事項】
場所　防災センター（鴻之台 1）
対象　市内在住の中学生以上の人、
市内在勤の人

◎電話申込不可。申込フォー
ムからか各署所で直接申込

「普通救命講習Ⅲ」
「上級救命講習」  受講者
 消防本部 救急室   63 - 0997

ケンコー！
マイレージ対象

申込フォーム

申込フォーム

赤ちゃんを迎える前に
「パパの出産育児準備教室」

　出産育児の役割分担につい
て考えるワークショップや、
沐浴体験などを行います。
日時　8月 24日土 13:30 ～ 15:00
場所　保健センター (朝日町 )
対象　妊婦とその夫 (パートナー )
　※１人での参加も可
定員　10組　参加費　無料
申込　8月 16日金までに、申込フォ
   ーム ( 市公式 LINE) から申込

 健康・子育て支援室
　  63 - 6970

申込フォーム

B29 墜落現場などで開催
「平和の集い」

　午前は青蓮寺一ノ谷 B29墜落現場
で追悼、午後は地蔵院境内で平和の
鐘の打ち鳴らしなどを行います。
日時　8月 15日木 10:30 ～ 12:30
※ 10:15 に青蓮寺公民館に集合出発

 地蔵院(耕野)　  63 - 2191

60 歳以上の人
「野菜の栽培・収穫体験」受講者

日時　9月 12日木 、10月 10日木、
11月 28日木  9:30 ～ 11:30

場所　シルバーファーム（下小波田）
対象　市内在住の 60歳以上で、シル
バー人材センターに入会希望の人

定員　10人程度 (先着順 )　
申込　8月 29日木までに、シルバー
人材センター (丸之内 )にある申込
書で申込　◎参加無料

 シルバー人材センター
　  63 - 6800

看護師・薬剤師など
名張市立病院 職員

募集職種　看護師、薬剤師、作業療
法士、理学療法士、臨床工学技士、
臨床検査技師、医療ソーシャル
ワーカー、事務職

◎受験資格など詳しくは市立病院HP
で。令和 7年 10月から地方独立行
政法人として運営予定のため、以降
の身分は「法人職員」となります。

 市立病院　  61 - 1100

「市民ソフトボール大会(男子)」
参加者

日時　10月 13日日  9:00 ～
場所　メイハンスタジアム（夏見）
対象　市内在住・在勤のメンバーで編
成したチーム (高校生以下は不可 )

参加費　1 チーム 2,000 円
申込　8月31日土までに、問合先へ

 市ソフトボール協会(橋岡)
　  080 - 3634 - 2098

「女性のための創業セミナー」
受講者

 市事業承継人材マッチング支援
協議会（フミダス）  63 - 2143

日時　9月20日・27日、10月 4日・
11日・18日 全て金曜日

    （全 5回コース）10:00 ～ 11:30
場所　10月 18日のみアスピア（南
町）※その他はオンライン

申込　9月 13日金までに、
問合先へ電話、ファクス
(64 - 8100) で申込

ads ホール 催し 
（青少年センター）

 64 ‐ 3478

■ 楽友会歌謡フェスティバル
日時　9月15日日 9:30～20:00
◎入場無料　◎◎詳細は、楽友会・星は、楽友会・星
（  090‐4116‐1813）

■ 名張高等学校吹奏楽部 
    第58回定期演奏会
日時　9月22日         13:30～16:00
入場料　500円　◎◎詳細は、名張高等は、名張高等
学校・渡部学校・渡部（  63‐8269）

■ 名張市中学校 ジュニアコンサート
日時　9月23日 　　   13:30～16:00
◎入場無料　◎◎詳細は、市中学校ジは、市中学校ジ
ュニアコンサート実行委員会ュニアコンサート実行委員会

        坂岡（  65‐1726）

■ adsホール映画上映会
  「トキワ荘の青春」
日時　9月28日土 
10:30～12:20

入場料  前売り 900円
当日券 1,000円

■ 第 54回名張市民文化祭開会式＆
    名張文化協会総合フェスティバル 
日時　9月 29 日日 10:00 ～ 16:30
◎入場無料　◎◎詳細は、名張文化協会は、名張文化協会
（  64‐2132)

©
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「市民剣道大会」
参加者

日時　9月 23日          9:30 ～
　※男子一般の部は午後から開始
場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）
対象　小学3年生以上で、6段までの人
申込　9月1日日までに、電子メー
ル (kenji-k@maruei.gr.jp)、ファ
クス (64 - 2776) で申込

 市剣道協会 事務局(菊山)
　  63 - 2155

① 水曜卓球(後期)
対象　初心者～初・中級者、先着30人
参加費　7,000円
日時　水曜日  10:00 ～ 12:00
　( 全 15回 /10 月～令和 7年 3月 )

② 木曜卓球(後期)
対象　初心者～初・中級者、先着30人
参加費　7,000円
日時　木曜日  10:00 ～ 12:00
　( 全 15回 /10 月～令和 7年 3月 )

③ 秋季レディースゴルフ
対象　女性、18人(応募多数で抽選)
参加費　8,000円
日時　火曜日  10:00～12:00
　( 全 10回 /9月～ 11月 )
※申込期限  8 月 28日水

④ 梅が丘卓球(後期)
対象　初心者～初級者、小・中学生　
　合わせて先着15人  参加費　4,000円
日時　土曜日  10:00 ～ 12:00
　( 全 10回 /10 月～令和 7年 3月 )

⑤ ダンススポーツ(後期)
対象　初心者～初級者、先着15人
参加費　7,000円
日時　水曜日  19:00 ～ 20:00
　( 全 12回 /10 月～令和 7年 3月 )

⑥ 「運動ができる子になる」子ども
の遊び教室(後期)

対象　年少・年中・年長、合わせて
先着15人　参加費　5,000円

活動日時　第 4木曜日  16:30 ～ 17:30
　( 全 5回 /10 月～令和 7年 2月 )

➡

問合先　①②④⑥　武道交流館いき
いき（  62‐4141）

   ③  市ゴルフ協会（  64‐1234）
   ⑤  市ダンススポーツ協会・森（    
　090‐7691‐8460）

申込(各教室共通)　8月15日木9:00
以降に、武道交流館いきいきにあ
る申込書に参加費を添えて申込

場所　①②マツヤマSSKアリーナ
　③名張ゴルフセンター
　④梅が丘小学校体育館
　⑤⑥武道交流館
        いきいき

月・休

　淀川水系のダム
を自転車で巡りな
がら、グルメを満
喫できるイベント
が名張市周辺で
開催されます。15kmのファミリー
コースから、4つのダムを制覇する
100kmコースまで、4つのコースか
ら選べます。
 また、大会を支えていただくボラン
ティアスタッフも募集中！
開催日　9月23日
集合場所　
   市役所(鴻之台1)
参加費　3,000円～
申込　8月31日土までに
HPから申込

◎詳しくはHPで

 三重サイクリング協会（大山）
 　  080‐1590‐2726

第 55回　中部日本
サイクリング大会 in 名張

秋からチャレンジ！
市スポーツ協会「いきいき教室」

育館

➡

日・祝

月・休 月・休
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奨学金返還額を助成します
ものづくり人材育成支援助成金

　大学などで、モノづくりに関する
高度な知識を習得した人が市内企業
で働き、市内に定住する場合、奨学
金返還額の一部を助成します。
助成金額　月額15,000円(最大)
助成期間　奨学金返還開始から10年
以内

申込期限  令和7年1月31日金
◎詳しくは市HPで

 商工経済室　  63 ‐ 7824

8 月 21日～ 27日は全国一斉
「こどもの人権相談」強化週間

受付期間　8月 21日水～ 27日火　
8:30 ～ 19:00

  （土・日曜日は 10:00 ～ 17:00）
◎LINEによる人権相談も行
っています。

  津地方法務局人権擁護課　　
　  059‐228‐4193

こどもの人権110番（全国共通・無料）

0120‐007‐110
ぜろぜろなな  の  ひゃくとうばん

蜂の巣の除去に
防護服を貸し出します

料金　1着1,000円(1回、1泊2日)
※貸出の事前予約はできません。自
分で駆除できない場合は、専門の
業者に依頼してください(市では、
駆除や業者のあっせんはしていま
せん)。

 環境対策室　  63 ‐ 7492

          福祉医療費受給資格証を
8月下旬に送付します
 保険年金室   63‐7105

　「子ども」「一人親家庭等」「心身
障害者」の受給資格証を持っていて、
引き続き、9月以降も対象となる人に
は、8月下旬に新しい受給資格証を送
付します。
　令和5年中の所得で、所得制限を超
える人、所得の確認ができない人(未
申告の人など)は、資格証の更新がで
きません。所得の確認ができない人
には事前に案内を送付するの
で、手続きをお願いします。

マイナポータルと連携すると
「ねんきんネット」が便利に

 ねんきんネット専用ダイヤル
   03 ‐ 6700‐ 1144

　マイナポータルとねんきんネットを
連携させると、スマートフォンなどか
ら年金の手続きや確認ができます。

   連携するとこんなことができます 

▶社会保険料 ( 国民年金保険料 ) 控
除証明書や公的年金などの源泉徴
収票の電子データが受け取れる(オ
ンラインでの確定申告で利用可 )

▶扶養親族等申告書の提出
▶年金振込通知書の確認
▶退職後の厚生年金から国民年金第
1号被保険者への変更

▶将来受け取る老齢年金見込額の試算
▶国民年金保険料免除・納付猶予、
学生納付特例の申請　　など

MR混合・２種混合ワクチン
第 2期の接種はお済みですか

①麻しん・風しん(MR)混合ワクチン
第2期

対象　平成30年4月2日～平成31年
4月1日生まれ(年長児)

②2種混合(DT)ワクチン第2期
対象　平成24年4月2日～平成25年
4月1日生まれ(小学6年生)

【①②共通事項】
接種期限　令和 7年 3月 31日月
◎費用無料。予診票をなくした場合
は、母子健康手帳を持っ
て市役所 1階健康・子育
て支援室 (9番窓口 ) へ

 健康・子育て支援室
　  63 - 6970

農作業中の事故に注意！
慣れた作業も安全確認を

　毎年、全国で約300件もの農作業
死亡事故が発生。使い慣れた機械で
も安全確認を！

  農業委員会事務局
　  63‐7665

　農作業賃金の協定基
準(令和6年)を定めまし
た。実施は話し合いで決
めてください。詳しくは市HPで

児童扶養手当・特別児童扶養手当
現況確認の提出を

■ 児童扶養手当
　ひとり親家庭の人に支給されます。
 現況届 届出期限　8月30日金 
※対象者には7月末に案内を送付

■ 特別児童扶養手当
　障害のある子どもを養育している
人に支給されます。
 所得状況届 届出期限　9月11日水 
※対象者には8月初旬に
案内を送付

◎詳しくは市HPで

 子ども家庭室　  63 ‐ 7594

8 月 30日～ 9月 5日
建築物防災週間です
 都市計画室　  63 ‐ 7698

安全点検ポイント
・鉄筋コンクリートの基礎はあるか
・傾きやひび割れはないか
・控え壁はあるか　　　　など
◎点検の基準など詳しくは市HPで

 63 ‐ 5339

■ 9月の一般公開（利用料：120円
※中学生以下60円）

・バドミントン
          …4日水 9:00～12:00
・卓球…6日金 9:00～12:00、
　　12日木・20日金 13:00～17:00

■ マツヤマSSKアリーナ
　トレーニングジム
時間　9:00～21:00
費用　初回登録500円、1回利用600
円、1カ月フリーパス4,200円

マツヤマ SSKアリーナ
催し （総合体育館）

日時　10月17日木 10:00～15:40
場所　三重県合同ビル（津市）
対象　病気などのやむを得ない理由
で、義務教育諸学校への就学を猶
予・免除された人  など

願書受付期限　8月30日金
消印有効

 県教育委員会事務局 高等教育課
 　  059 - 224 - 2913

就学義務猶予免除者など
中学校卒業程度認定試験

「救急の日・救急医療週間」
講演会 (申込不要 )

日時　9月12日木  14:00～ 16:30
場所　ads ホール（松崎町）
特別講演　「こけてケガしないために
足腰をしっかりさせるお勧めのロコ
トレ」 　講師　宮田 重樹さん ( 宮
田医院 院長 )

■ 講演　▶「救急要請時における
119 番通報と救急車の適正利用に
ついて」／竹山 良一 ( 名張消防署 )
▶「家庭でできる！整形外科的応
急手当て」／秋山 晃一さん ( 秋山
整形外科クリニック 院長 )　

 在宅医療支援センター
　(名賀医師会内)　  48 - 7840

 63 ‐ 7824（商工経済室）

■ YMクラブ絵画展
日時　9月5日木～8日日 10:00～
17:00（5日は正午から、8日は
16:00まで）

　◎　◎詳細は、YMクラブ・菊澤は、YMクラブ・菊澤
　　（  090‐7674‐1566）

■ 名張市老人クラブ連合会 
    趣味の作品展
日時　9月13日金～17日火 10:00～
17:00（17日は15:00まで）

　◎　◎詳細は、は、名張市老人クラブ連合
　会事務局事務局（  63‐7575）

■ 「五人の心の彩り」写真展
日時　9月21日土～23日
　10:00～17:00（23日は16:00まで）
　◎　◎詳細は、は、五人展実行委員会
　  有田（  090‐1319‐1888）

リバーナホール 催し

宝くじの助成金で備品を購入しました

　（一財）自治総合センターは、宝くじの
社会貢献広報事業として宝くじの受託事業
収入を財源にコミュニティ助成事業を行っ
ています。この事業によ
り、名張市上八町区が活
動備品（パソコンなど）を
整備しました。

 協働のまちづくり推進室
　  63 ‐ 7484

災害に備えてブロック塀の点検を！

税理士が話をうかがいます
「無料税務相談会」

①日時　9月 14 日土  13:30 ～ 16:30
   場所　アスピア（南町）
②日時　10月 12 日土  13:30～ 16:30
   場所　ハイトピア伊賀 (伊賀市 )
◎申込は前日までに電話(月・火・木・
金 9:00～15:00)で問合先へ

 東海税理士会上野支部
　  51 - 0932

月・休

弁護士・税理士・社労士など
「暮らしなんでも相談」

日時　9月 7日土  10:00 ～ 16:00
場所　アスピア（南町）
相談内容　賃金不払・年金・税金  など
申込　9月 4日水までに、電話で問
合先へ (10:00～15:00、水・土・日、
8月10日土～18日日を除く )

 暮らしほっとステーション伊賀
　  64 - 9339




